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豚コレラ対策に関する欧州（ドイツ、リトアニア）現地調査を実施します 

 

 

豚コレラ対策として、特に、農場のバイオセキュリティの確保、経口ワクチン散布、捕

獲等による野生イノシシ対策等の先進地である欧州の状況を調査し、本県の豚コレラ施策

に活用するため、下記のとおり現地調査を実施します。 

 

記 

 

１ 日  程  令和元年８月１８日（日）～２４日（土）  

 

２ メンバー 

（１）有識者  浅井 鉄夫  岐阜大学大学院 連合獣医学研究科長 教授 

        迫田 義博  北海道大学大学院 獣医学研究院微生物学教室 教授 

平田 滋樹  農業・食品産業技術総合研究機構 上級研究員 

（２）県関係 

岐阜県 長尾 安博  農政部次長 

横山 一成  家畜防疫対策課 家畜防疫企画監  

犬飼 啓路  農村振興課 鳥獣害対策第一係長 

村橋 卓也  農政課 技術主査 

ガエル・ラグロアス 国際交流員 

三重県 平塚 恵子  紀州家畜保健衛生所 副所長兼防疫衛生課長 

 

３ 調査先及び行程 

（１）リトアニア：８月１９日（月） 

    リトアニア国立食品獣医サービス所、国立食品・獣医リスクアセスメント研究所 

    ＡＳＦ（アフリカ豚コレラ）コンピテンシーセンター、ハンティング協会 

 

（２）ドイツ：８月２１日（水）～２２日（木） 

農業省、動物衛生研究所、ＩＤＴ－Biologika（ワクチンメーカー）、 

    ブランデンブルグ州政府、ハンティング協会  

     


